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データの要約と
t検定

2020/4/20 JMP実習①

ホームウィンドウ
ファイル＞新規作成＞データテーブル

JMPに直接データを作成
ファイル＞開く

CsvやExcelを
読み込み
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サンプルデータを利⽤
ヘルプ＞サンプルデータ
医学研究のLipid data
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データテーブル 4
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尺度の種類
 連続︓年齢、BMI、⾎圧
 順序︓改善/不変/悪化のような順序性
 名義︓あり/なし、術式A/B/C
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列情報
変数を選んで右クリック
データタイプと尺度で確認可

データタイプが⽂字だと連続尺度を選べない
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変数の要約①
分析＞⼀変量の関係
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変数の要約②
列の選択で
変数をクリック
複数指定可

「Y, 列」を
クリック

OKをクリック
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連続変数の要約
ヒストグラム
箱ひげ図

平均、標準偏差
分位点
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箱ひげ図で外れ値をクリック
データテーブルの34⾏⽬が指定される
どのデータであったか⼀⽬瞭然︕

10



2020/4/20

6

ヒストグラムをクリック
当該幅に含まれるデータの詳細が表⽰
当該幅に含まれるデータが選択
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結果の保存
この辺にマウスカーソルをやる
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他の要約統計量を出⼒
要約統計量の左にある▼をクリック
要約統計量のカスタマイズ
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練習①
 LipidデータのHDLについて、
箱ひげ図を描け
中央値、四分位範囲、範囲、
平均、標準偏差、歪度、尖度を確認せよ

正規分位点プロットを描け
⾊々な▼をクリックして探してみよう
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分析＞⼆変量の関係
Y, ⽬的変数
X, 説明変数
にそれぞれ
変数を指定
例えば、

YにHDL
Xに年齢

15

まずは散布図
▼から様々な解析内容の表⽰を追加
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練習②
HDLと年齢の関係について、
散布図を描き、95%確率楕円を重ねよ
相関係数を求めよ
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（補）散布図⾏列を描きたい
3つ以上の変数間の散布図
グラフ＞散布図⾏列
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t検定、分散分析
分析＞⼆変量の関係
YにHDL、Xに性別
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t検定
▼から
「平均/ANOVA/プーリングしたt検定」
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Welchのt検定
▼から「個々の分散を⽤いたt検定」
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Wilcoxonの順位和検定
ノンパラメトリック＞Wilcoxon

23

グラフ＞グラフビルダー
柔軟に様々なグラフを描くことが可能
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練習③
コーヒー摂取量をアウトカムとして、
喫煙歴による違いがみられるか
分散分析を実⾏せよ

喫煙歴Noをコントロールとして、
Dunnett法により対⽐較を実施せよ

喫煙歴グループごとに
箱ひげ図を描いてみよ
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